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1 . ミナミキイロアザミウマ

ミナミキイロアザミウマ Thr伊spalmi Karny は1978年に宮崎県のピーマンで初

めて加害が確認された侵入害虫である 77，1叫。その後、 1979年に高知県刷、 1980年

に静岡県叫で発生が確認され、 1985年までに関東以西の太平洋岸の28都府県に拡

がり、さらに1993年には東北・北陸の一部を含めた40都府県に拡がった見回)。発

生面積は初発以後急速に増加し、 1988年には 2万halこ達したが、その後は減少し、

近年は 1万ha前後で推移しており日)、激しい被害も減少したへ

踊期の生存は高湿度条件で高く、踊化には物陰が必要である叫。また、土壌環

境条件がよければ大部分の個体は落下地点付近で踊化し2ぺ地表面がマルチされ

ていれば株元の隙間に移動して踊化する則。土壌が膨軟な状態では深く潜るが101)、

硬い土壌では地表近くの土中あるいは落葉中で帰化する。

本種の低温耐性は低く、 OOCでの半数致死日数は 2~5 日である 142，則。また、

冬期に採集した個体群の低温耐性は夏期に採集した個体群に比べやや高い1田)。野

外では 1~3 月頃まで成虫の生存が確認できるが、その後生存が認められ

ず5問。見 111， 1川 36)、九州本土以北では低温のため露地あるいは無加温施設での越冬

は不可能と考えられる。なお、沖縄では真冬でも露地作物で各態が高密度に寄生

している 164)。

加温施設から周辺の露地圃場への分散は4、5月から見られ90，10ヘ 7月に最大

となる 90)。また、多発温室から野外への移動は天窓からが多い制。露地ナス圃場

での発生は加温施設から離れるに従い発生時期が遅くなり 90，1川、ハウスナスでの

栽培終了時期に急激に発生は増加する刷。露地ナスに寄生するアザミウマは6月

までは大部分が在来種であり、 7~8 月から本種の割合が急増し、被害果率も急

激に上昇する3ヘなお、秋に施設内に設置したトラップでの誘引数は開口部付近

が多くへ施設内への侵入は苗からの持ち込み、換気窓からの飛び込みによるも

のが多い山)。無風ではほとんど分散しないが、風があると広く分散し98，10ヘ野外

における広範囲な分散は台風等の強風による田)。また、非越冬地での分布が加温

施設の周辺に限られることも分散カが弱いことを示している刷。

成虫は近紫外部を吸収する白および青に誘引される 62.18九白あるいは青色の粘

着トラップが密度調査に用いられ、白色水盤もトラップとして有効で、ある則。飛
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朔は日中に多く、夜間に少ないが刷、高温により抑制される問。株上で成虫の多

い高さで誘引数も多く札63，95)、単一施設でのトラップへの誘引数と見取り成虫数

との聞には有意な正の相闘が見られ34，相、雌の誘引数は雄に比べ密度との相闘が

高い刊。しかし、多くのデータを込みにした場合にはデータにばらつきが大きい四)。

本種の高温での発育は早く、発育零点は1印o.7~1孔1. 60Cでで、ある山

命は低?温昆ほど長く、産卵数は2お50Cで最も多し、刊3凪仇い川1口川7ぺ7叫。内的自然増加率は25~300Cで

最も高い。増殖能力は高く 3ぺ施設内見肌附および露地圃場制でも指数的な増加

が見られる制。既交尾雌の次世代は70~90%が雌となる叫が、産雄単為生殖を行

い叩、未交尾雌の生存期間、産卵数は既交尾雌と差はない17ヘ低密度条件では過

疎効果により交尾率が低下し、雌率が低下する 44，47)ため、粘着トラップで捕獲さ

れる成虫の雌率は高密度時には約50%であるが、低密度時には大部分が雄とな

る1珂)。

キュウリ、スイカでは成虫は中位葉に、幼虫はそれよりやや下位の葉に多

い33，94，13ヘまた、成虫は個体を単位として株単位ではほぼランダムに、幼虫は小

さなコロニーを単位として株単位では集中的な分布である33，35，1刷。メロンでは、

成虫は芽、花に多く、幼虫は展開業に多い則。ナスでは、成虫は展開前後の葉と

花・幼果に多く、幼虫は上位の展開葉と果実に多い4印)。ピーマンでは、成虫は

花、幼果のへた下や新芽で多く、幼虫は幼果のへた下に多し、46・1則。施設内では畦

に沿った分布の広がりが顕著で叫、侵入直後では開口部付近に、冬期の加温施設

では施設中央部に密度の高い株が多し、43，63)。

ワタアブラムシAphisgosσpii Gloverの増加により本種の増殖が抑制され日)、

本種が高密度に増殖している株にワタアブラムシが侵入すると本種は急速に減少

する3九

本種は極めて広食性で、わが国で確認された寄主植物は34科117種に及ぶ刷。

好適な寄主と考えられ被害も大きい種類は、ウリ科果菜類のキュウリ 40，1日)、メロ

ン19，1叫、スイカ94，171)、ナス科果菜類のナス41，1刷、ピーマン札1l0)である。他に、カボ

チャ四)、 トウガン17I)、ニガワリ川、インゲン四)等の果菜類、ホウレンソウ削等の

葉菜類、キク刷、ホオズキ25)等の花き類、マーコット 148)、スダチ3)等の果樹類、

パレイショ側、タバコ刷、ササゲ87)などでも増殖し、被害を生じる。雑草にも寄

主となる種類が多く、イヌピユ24，93，101)、イヌガラシ山)、カラスノエンドウ99，120)、
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オランダミミナグサ刷、ヨモギ白)、アレチノギク剖)、オニタビラコ刊、ノゲシ叫、

テリミノイヌホウズキ24)、イノコヅチ刊、スベリヒユ口)等がある。また、イネで

は増殖できないが、開花期に籾内に侵入した成虫の摂食により被害が生じる同。

増殖は作物により異なり、キュウリ、メロン、ナスで高く、ピーマンでは低

い38，1叫。イチゴでは生育できない制。 トマトはナス科であるが、ふ化幼虫は前踊

まで発育せず、成虫の生存期間は短く産卵は見られなし、8.38.194)。 トマトの葉には

摂食阻害物質が含まれている附が、乾燥葉片問あるいは葉の乾燥粉末叫で成虫は

飼育可能である。また、 トマトのハウス内で粘着トラップに成虫が捕獲されるこ

と同及びナスとトマト葉片への定位行動から本種が定位のために誘引あるいは忌

避物質を利用していないとした報告7).!::、塩化メチレンに可溶の忌避物質の存在

を示唆した報告6引がある。さらに、成虫・幼虫ともスクロース等の 6種の糖が利

用可能であり町6)、成虫は合成飼料での飼育が可能である問。

本種による加害部位は作物により異なりウリ科作物では主に若い葉や新芽1刊川、

ピーマンでは主に花や果実であり 1刷、ナスでは若い葉と花・果実の両方であるべ

葉が加害されるキュウリでは被害許容密度が高しいヘまた、メロンの初期成育は

定植時の成長点の寄生虫数に影響される 14ヘ果実を加害されるナス、ヒピ。一マンでで、

の被害許容密度は極めて低し、4叩

l叩98回2年に沖縄県でで、スイカの葉が灰白色となり変形し、果実も退緑色で変形し、

生育が悪くなる病害が大発生し 15，27)、その後奄美大島でも発生した182)。病原ウイ

ルスはトマト黄化えそウイルス (TSWV)に類似し、 TSWVのスイカ系と呼ばれ

た 15，27明、その後、別種のスイカ灰白色斑紋ウイノレス (WSMV)とされた 1問。他の

Tospovirus属のウイルスと同様に多くのアザミウマ類が媒介するものと考えられ

る4)が、他種での媒介は確認されていない。スイカの他、キュウリ、ニガウリ、

ヘチマ、 トウガン等のウリ科作物での被害もみられるヘ本ウイルスの防除のた

めには、媒介虫の防除が有効で、あり、種々の物理的防除手段の有効性が示されて

いる山心。また、 1992年に静岡県のメロンで本種が媒介するメロン黄化えそウイ

ルス (MYSV)が発生した泊。

本種は侵入当初から多くの殺虫剤に対して感受性が低下しており叫、多くの薬

剤の効果は不十分であった見聞J制。また、有機リン剤とカーパメート剤あるいは

合成ピレスロイド剤との組合せで協力作用が示された112)。新たな殺虫剤として、
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キチン合成阻害剤の有効性

が示された。その後、新たに開発された薬剤に対しでも感受性を低下させたi山 47，1則。

一方、上市後も効果が目立って低下しない剤も見られたヘ薬剤の土壌処理が 1

ヶ月程度にわたり密度を抑制することが示され田，肌耽則、育苗期では粒剤を中心

とした防除が有効と考えられた23，138，140・149)。多くの作物で、育首期あるいは定植時

の粒剤の土壌処理と定植後の散布剤の茎葉散布の組合せによる防除が有効であっ

た肌出}。

くん煙、蒸散、細霧、常温煙霧などの省力防除法も実用的な防除効果が認めら

れるが見叫 140)、手散布に比べ効果は劣った則。また、土壌中の踊に対する薬剤処

理は羽化数を減少させるものの実用的な防除効果はない2ヘ薬剤散布時に炭酸カ

ルシウムあるいは固着性展着剤を加用することにより防除効果は高まる 169，171)。

本種に対する薬剤感受性検定法として、殺卵試験法刷、散布剤に対する検定

法側、粒剤に対する検定法1四]、キュウリ幼苗を用いた長期の観察が可能な検定

法制が開発された。さらに、種々の検定法が比較され、それぞれの方法の特徴が

示された113)。また、無淘汰条件においても薬剤感受性には季節変動が見られ刷、

コリンエステラーゼ活性の測定法が検討され瑚、抵抗性とコリンエステラーゼ活

性の聞に相闘が見られた日8)。

ナスでは、薬剤による防除効果は整枝法により異なり刷、果実では主にへた下

に寄生するため薬剤がかかりにくく、葉に寄生する個体に比べ防除効果は低い日)。

本種の侵入当初は天敵に関する知見はほとんどなかったが、 1984年の調査で4

種の捕食者による捕食が確認され却、その後、さらに 3種の捕食者による捕食も

確認された刷。また、イトカメムシ Yemmaexilis Horvathによる捕食も確認され

たが、本種は好適な餌で、はなかった68)。寄生性天敵としては、 1988年に幼虫寄生

蜂のアザミウマヒメコパチ Ceranisusmenes CWalker)が発見され、農薬無散布の圃

場で高い寄生率を示すことが確認された山九また、沖縄・石垣での調査でも多

種の捕食性天敵が確認され、その中でもオオメカメムシPiocorisvarius CUhl巴r)が

最も有力な天敵と考えられ、西南日本では在来の複数の捕食性天敵類が本種の密

度を抑制しているものと考えられた凶。さらに、タイでの調査でアザミウマヒメ

コパチと卵寄生蜂 1種、捕食者としてカメムシ類3種、アザミウマ類 1種、カブ

リダニ類2種が発見され、アザミウマヒメコパチは寄生率が高く最も有力な天敵

zu 



と考えられ、次いで、ヒメジンガサハナカメムシ Wollastoniella rotunda Yasunaga 

and Miyamotoも有力と考えられた日J田)。

その後、 Orげp伊吋吋.ぜぜiuωlS 属のハナカメムシが有力な天敵であることが鉢植えナスでの放

飼試験により示され附、天敵除去法により農薬無散布の露地ナスにおいて本種の

密度を抑制していることが示された札5町7，11日8ヘさらに、他種害虫の防除剤の中でで、

O砂'ri仰uωss叩p.tにこ影響が少ない剤叫、本種の多発時に用いる防除剤で Oriussp.に影響の

少ない剤1}7)カ2選択され、それらの剤を併用し、在来のハナカメムシ類の保護を中

心とし、薬剤の散布回数を大幅に削減した露地ナスにおける総合防除体系が確立

され山刷、現地農家試験でもその効果が実証された刷。なお、当初はハナカメム

シ類の分類研究が進展していなかったが、わが国に生息する種類が明らかにされ、

検索表が作成されたl川則。

露地ナス厨場の周辺の植生は天敵の保存場所として重要であり 151)、圏場の周囲

に障壁作物を栽培するとヒメハナカメムシ類等の天敵が温存される。。施設ナス

にルius sp.を放飼すると本種の密度を長期にわたり抑制するへまた、ナスを栽

培したハウス内における Oriussp.の分散が調べられた日)。

各齢期のミナミキイロアザミウマを餌とした場合の Oriussp.の捕食量四)、発育116)

及び Oriussp.がカンザワハダニ及びワタアブラムシよりミナミキイロアザミウマ

を選好すること 121)カミ明らかにされた。また、ナミヒメハナカメムシのモモアカア

ブラムシMyzuspersicae Sultzerを餌とした場合の発育刷、ミナミキイロアザミウ

マを餌とした場合の発育と増殖削カ2明らかにされた。さらに、 Oriussp.は合成飼

料でも飼育が可能であり山)、ナミヒメハナカメムシにはウリミパエ Bactrocera

cucurbitae Coquillett凍結乾燥粉末を代換餌として利用可能で、あり 130)、ナミヒメハ

ナカメムシとコヒメハナカメムシ Oriusminutus (L)を代換え餌であるスジコナマ

ダラメイガ Eph舵es刷tμilαk仰ue的hniぽωellωαZell加E町rの卵でで、飼育した場合の発育と増殖が明らか

にされた1ヘさらに、各種作物でで、のナミヒメハナカメムシω

ブリ夕ダ守ニ Amη1bZ加ys児凶eiu凶sc印u仰Cα印umη1eri.かsOud必巴ma叩n 8田5，86訓8田制6ω}の放飼が本種の防除に有効であるこ

とが示され、 1989年に生物農薬として登録された。

ミナミヒメハナカメムシ Oriustantillis (Motchulsky)についても、本種を餌とし

た場合の発育期間及び捕食量が明らかにされ1凹)、代換え餌として冷凍保存したス

ジコナマダラメイガの卵が利用可能なことが示された回。また、短日条件下でも
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産卵が可能なこと 131)カミら、冬期の温室内での利用が期待される。

天敵微生物に関しては、成幼虫に寄生する糸状菌 Neozygites parvispora 

(MacLeod & CarI)が見いだされた1日)。また、糸状菌 Be印auωber例rバ.ぜiωαb如assiωf匂an即α(侶Ba剖ls鈎amoω) 

の防除効果が高いことが示され

た86ぺ)ヘ、欧米でで、施設害虫の防除に実用化されている糸状菌 y均erげ.ti，伝ClωII的lμlUmη1 1必ec印αni凶iμ i 

(包Zi加m即nm町mer口rm官ma加nnωnω1)製剤の効果は高い 15印9ヘさらに、見虫寄生性線虫 2種の寄生は確認

されたが寄生率は低く、実用性は低いと思われる肌2捌0凹叫0ω)

各種作物を栽培するハウスの開口部を寒冷紗で被覆した場合の密度抑制効果は

高い2印， 12日肌2

紗紗、の効果が高い削。 トンネル栽培における寒冷紗による被覆も同様に密度抑制に

有効であり、黒色、銀色の効果が高い肌同刷。また、べたがけ資材での侵入防止

効果も目合し、が小さい方が高い問。銀色の粘着トラップへの誘引数は少なく 11m、

銀色資材によるマルチングは密度抑制に有効である風間，町，叫四国 153山川 1日167.1同 17l.17:!)

が、株の生育に伴い効果は低下する川29，16])。また、反射率の高い資材8η、近紫外

領域の反射率の高い資材によるマルチングの効果が高く川、畝のみでなく畝の周

りも含めてマルチすると効果が向上する9九圃場の地表面全体を透明ピニルで、被

覆した場合の密度抑制効果は高く見肌刷、踊化場所がないことが密度抑制の要因

である悶)。また、マシン油乳剤川口4)、食用廃油川あるいは菜種油乳剤聞のマルチ

資材表面への塗布は、長期間にわたり本種の密度を抑制する。

露地圃場の周囲に寒冷紗等の障壁を設置すると初期の密度を抑制できるが97.1川川11川1リ)

多発生条件下では効果はなし、い四刷2四g)。遮光のために設置した銀色資材の覆いは本種の

密度を長期にわたり低下させるが174)、銀色の支柱やシルバーテーフ。の設置の効果

はなく、銀色部分の面積が狭いことが原因と考えられた8η。

施設の被覆資材として近紫外線を透過しないピニルを用いると、本種の密度が

低下し、被害が減少し、実用的な防除効果がある 66.88肌凶 167)。近紫外線を被覆し

た施設内では侵入数が減少し払川、移動が抑制され仙、定着が悪くなる 42，1叫こと

が、密度低下の原因と考えられる。しかしながら、スイカでは果色が薄くなり果

実の外観品質が低下することが問題とされた叫。

大量誘殺用の青色粘着リボボ、ンを 2~8rrfに 1 本設置する山5， 13日3山

より1、虫数および被害を著しく減少させ、実用的な防除効果がある。しかし、高
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密度条件では効果は低下する叫。

単独の物理的手段の効果は著しくないが、近紫外線除去フィルム・寒冷紗の側

面被覆と地表面の銀色フィルムのマルチ刷、地表面の全面マルチと圃場周囲の寒

冷紗障壁の設置134)、ハウス換気部の銀色寒冷紗被覆と銀色マルチl州、ハウス換気

部の白色寒冷紗被覆と青色粘着リボン叫の複合利用の効果は高い。また、マルチ

表面へのマシン油乳剤の塗布とハウス密閉による高温処理との組合せは、高温で

地上に落下する個体を捕捉するため有効であるヘ

本種の高温耐性は低く、 4S
0

Cでは30分で全ての個体が死亡する刷。また、 400C

では絶食条件でも 70)、蒸留水を摂食させた場合でも川、全ての個体が 1日以内に

死亡する。このため栽培終了後の施設を密閉する蒸し込みの効果は高く、夏季の

晴天日 7日間の処理で土壌中の踊を含め、完全に殺虫できる刷。また、夏季の生

育期の一時的な密閉による高温処理の防除効果も高い2，9ヘ雑草にも本種の寄主

植物が多いl田)ため、圃場周辺の寄主となる雑草の除去などの環境整備も発生量の

減少に有効である 1叫。また、雑草地への除草剤の広面積散布は、地域全体の密度

抑制に有効である 1叫。さらに、収穫終了 1週間後までは土壌中から成虫が羽化す

るため、発生源を絶つために収穫後の片づけから定植までにそれ以上の期聞を取

ることが重要で、ある刊。

ナスの実用品種間では増殖の違いは認められないがl叫、東南アジアから導入し

たナスの品種間では本種の増殖並びに被害に大きな品種間差がある 19ヘまた、

Solanum属の野生種の中で本種に対して強い抵抗性を有する種があり、物理的要

因と化学的要因の双方が抵抗性と関連している田)。被害についての品種間差の報

告は多く、ナスでは実用品種間でも顕著な差が見られ、へた下に寄生する幼虫数

が少ないことが原因と考えられる 1田)。キクでも葉および茎における被害に大きな

品種間差があることが見いだされている町田)が、室内試験での選好性・成虫寿命

及び産卵数1附、画場での寄生虫数及び寄生部位107)に大きな違いはない。メロンで

は被害の少ない系統を用いた耐虫性品種の育成が進められている刷。

本種の生態特性から、単独の防除手段により密度を抑制することは困難であり、

種々の防除手段を組み合わせた総合的な管理体系を組み立てることが重要であ

る問。地表面の銀色フィルムによるマルチングと粒剤施用1刊、銀色資材によるマ

ルチと粒剤施用側、開放部の寒冷紗被覆と定植時の粒剤施用刊、シルバーマルチ

。。



と定植時の粒剤施用田}、シルバーマルチ処理と薬剤散布同等の組み合わせの効果

は高い。

種々の防除手段の効果を評価するための本種の個体群管理モデルが作られ、シ

ミュレーション結果から効率的な散布方法、物理的防除手段の有効性が示され

た45.50)。また、本種の薬剤による防除では他の害虫と異なる特殊な散布方法が有

効とされたが、これがもたらされる要因についても解明された刊。さらに総捕食

量をもとに捕食性天敵を大量放飼する場合に害虫個体群が減少する条件を検討す

るモデ、ルが作成され、ヒメジンガサハナカメムシを放飼して本種を防除する場合

の放飼量等が検討された刷。
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